
【教材・教具解説シート】                                 

教材・教具名 腕ブランコ（腕の重さを軽減する器具） 

教科（分類） 自立活動（運動・動作の補助） 

教材・教具写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 児童生徒の実態 

  座位で、机に置いた腕を自力で持ち上げることができないが、一瞬、小さいけれども動かすことができるような実態の児童を対象に作成した。 

２ 期待する効果、伸ばしたい力 

  教師が常に手を添えるのではなく、自力で何かを操作する喜び、達成感を味あわせたい。一人でもできるという自信をもって、何かを操作す

るという次の意欲につなぎたい。スイッチの操作や楽器を鳴らすことを狙っている。 

 

まず、教師と一緒に、腕を前方に付き

出すような動きを何回か練習した後、

「次は、〇〇ちゃんが腕を動かして！」

と言葉掛けをすると、腕を斜め前に揺ら

したり付き出したりする様子が見られ

た。肩から突き出すように動かしたこと

もあった。バチを握りしめることはでき

ていたので、何回か練習すると、鐘に当

たるようになった。 

ブランコ部分に腕を載せるこ

とで、自身の腕の重さを軽減させ

ることができる。僅かな力でも自

分の力で腕を動かすことができ、

バチを持った手で、鐘を鳴らすこ

とができる。 

 

安定性を重視してテーブル設

置型にした。腕を平らに、しかも

肩の高さに保つために、上のバー

から 3点で吊るしてある。 


